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普中校区幼小中連携 （共通実践項目：あいさつ・言葉遣い・聴く態度・整理整頓） 

○共通実践４項目（あいさつ・言葉遣い・聴く態度・整理整頓） 
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こんな教師に 

〇よく見、よく聴き、和顔愛語で児童に

共感できる教師 

〇児童のよさを見つけ、褒め、伸ばし、

自己肯定感を高めてあげる教師 

〇児童の学ぶ意欲を喚起し、基礎的・基

本的な内容を徹底して指導する教師 

〇児童の状況をきちんと保護者に伝え、

理解と協力を得る教師 

〇「対話」と「理解」・「協働」を大切

にし、互いに尊重し合える教師 

令和５年度 校内研修 

テーマ：自分の考えを持ち、自分の言葉で表現することができる児童の育成 

～算数科における伝え合う活動を通して～（１／３年次） 

指導の基本姿勢；和顔愛語・職員同士、教師と児童、教師と保護者の密なコミュニケ
ーションを！ 
心の教育の充実 

・道徳教育・特活の充実 

・人権教育・平和教育 

・思いやりの心の育成 

学力の育成 

・学推計画の実践 

・授業と家庭学習の連動 

・端末の効果的な活用 

健康・安全教育の充実 

・日常の安全意識の育成 

・体調管理の意識の向上 

・体力強化の工夫 

業務改善の推進 

・ＩＣＴ活用の推進 

・カリキュラムの工夫 

指導の基本姿勢；和顔愛語・職員同士、教師と児童、教師と保護者の密なコミュニケ 

学級経営の充実・支持的風土の醸成・特別活動の活性化（自治意識を高める）・生徒指導の３機能の実践 

学年会の充実 ・PDCAサイクルを活用する（目標設定・実行・評価・工夫して実行） 

校内研修の充実・学校全体・学年で取り組む共同研究の充実により、指導力の向上・充実を目指す。 

国・県の主な施策等 
〇教育基本法、学校教育法、学校教育法施行規則 

〇学習指導要領、幼稚園教育要領 

〇沖縄２１世紀ビジョン基本計画 

〇沖縄県教育振興基本計画、沖縄県教育大綱 

〇学校教育における指導の努力点 

 

基本理念 
人間尊重の精神を基盤に個性を尊重し、これ

からの変化の激しい社会に主体的に対応する

資質・能力を育成し、創造性に富み、心豊か

でたくましく生きる児童の育成を目指す。 

学校教育目標 
 ◯進んで学習し よく考える子    

◯明るく心豊かな子  

 ◯じょうぶで気力のある子 

校訓  『たくましい心』  
  
  

こんな子どもに 
〇自分も他の子も大切にする子 

〇感謝する心を持つ子 

〇みんなと協力し、きまりやマ

ナーを守る子 

〇優しく、思いやりのある行動

のできる子 

〇わかる喜びや学ぶ楽しさやを

知っている子 

〇良い言葉をつかう子 

〇進んであいさつができる子 

〇粘り強くやりぬく子 

こんな学校に 
〇明るいあいさつの交わされる活

気のある学校 

〇児童が学びたくなり、誇りを持

てる学校 

〇教師と児童が一緒に働いている

学校（師弟同行） 

〇こども達が助け合い、励まし合

い、学び合いながら育つ学校 

〇地域・保護者と一体となって子

どもを育てる学校 

〇地域から信頼される学校 

地域の実態 

〇三自治会が協力的 

〇商店街・住宅街が混

在している 

〇普天間飛行場に隣接 

〇文化財（石獅子群・

チュンナーガー） 

〇中学・高校・児童セ

ンターが近い 

本校の教育課題 

〇基礎学力の定着 

（活用能力） 

〇学級経営の充実 

（不登校・いじめの

解消） 

〇ＩＣＴの活用 

〇学習環境の整備 

〇危機管理の徹底 

   学びづくり 

 

(1)支持的風土づくり 

・聴く態度の育成 

・自己受容・自己肯定感を高める 

(2)平和教育・人権教育の充実 

・人権・平和、情報教育などの講演会 

(3)キャリア教育の充実 

・キャリアパスポートの活用 

(4)読書活動の充実 

・図書室，公共図書館の有効活用 

(5)教育相談・生徒指導の充実 

・教育相談週間の実施(年２回) 

(6)特別支援教育の充実 

・個々に対応するケース会議の実施 

(7)幼小中連携教育の充実 

・普中校区幼小中連携の実践 

(1)学級間をそろえ、学年をつなぐ実践 

・「学力向上推進プロジェクトⅡ」への
取組 

・「普二小授業スタンダード」の実践 
(2)問いのある授業づくり 

・「『問い』が生まれる授業サポートガ
イド」の活用 

・ICT 機器の効果的な活用 

(3)教師の資質向上 

・校内研修の充実 

(4)基礎学力の定着に向けた実践 

・基礎学力向上強化策の実施 

・基礎学力強化期間等の充実 
・「自学自習力」の育成 

 

(1)体力の向上を図る指導の充実 

・一校一運動の実施 

・皆泳指導員の活用 

(2)健康教育の充実 

・徒歩登校の奨励 

・養護教諭を生かした保健指導 

(3)食育の推進 

・副読本「ちゃーがんじゅう」 
  「くゎっちーさびら」の活用 

(4)安全防災教育の充実 

・危険予知、回避能力の育成 
・避難訓練の実施 

(5)家庭・地域連携の推進 

・地域、子ども会との連携 

・学校運営協議会の充実 

学びづくり 体づくり 

指導の重点目標 
  １ 基礎・基本の確実な定着を図り、確かな学力の育成を目指す。 

  ２ 学年・学級経営の充実を図り、不登校やいじめのない豊かな心の育成 

  ３ 自ら主体的に学ぶ力や、人との協働の充実に努める。 

  ４ 学習環境の整備及び危機管理の徹底で潤いのある学校づくり 

学 校 経 営 方 針 
１ 全職員が共通理解し、組織的な協働体制で教育課程を進行する。 

２ 安全で安心な学校生活を目指した学校経営、学級経営に努める 

３ 日々の授業で言語活動の充実に努め確かな学力の定着を図る。 

４ 心の教育や基本的な生活習慣の形成を通して豊かな心の育成を図る 

５ 教師自らの資質能力の向上を目指す校内研修等の充実に努める 


